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On Costumes of “Century of Rembrandt" 
After the independence of Northern Netherland from Spanish colony， Repub1ic of Holland was 
built at the beginning of 17 th Century. 
The Civil Culture was created by common citizens of Holland at this period， and prevailed 
its influence to the whole European countries. 
This Civil Culture was characteristic and quite different from the beauty of mannerism of 
Renaissance of 16 th Century and the style of Baroque of Louis 14 th era. First feature of 
this Culture was that the commonplace of dai1y life was respected and was free from the 
authorities of religion and politics. Many Dutch painters of this period， described vividly the 
daily life of common citizens. 
As this period coincided with the time of activities of Master Rembrandt， itis called “Cen-
tury of Rembrandt". 
W e studied the costumes of citizens of that period through the masterpieces of paintings. 
諸言
17世紀の初め，北部ネーデルラン卜は当時のイスパェアから独立して，オランダ共和国を形成した.そして
瞬く聞に， ヨーロッパにおける強国，矧ち商業大国となり，まずこ文化面においても独自の国民性愛かな文化を作
り上げ， ヨーロッパ全域に影響を与える程に発展させたが，これは文化の発生，発展，流行の過程としては非常
に特異な現象であった.この文化の最長主期は，画家レンプラントの活躍した時期と重なるところから， [レンプ
ラントの世紀]と呼ばれている.またこの文化は「市民風の文化」とも呼ばれ， 16世紀のスペインを中心とす
る荘重禁蔵な宮廷文化に対して，庶民的な「軽快さ」を特徴とする一つの様式美を作り出した.この軽快さは服
飾分野にも取り入れられて活動的な衣服が生まれ，ヨーロッパの他の国々に於いても広く着用されたのである.
レンプラント (1606-1669)をはじめ， ヴアンダイク (1599-1641)， フランス・ノリレス (1581-1666).ノレー
ベン (1577-1640)，フェノレメー ノレ(1632-1675)など当時のオランダ酒家は，この市民風文化の特徴をよく彼等
の作品に表現している.彼等はごく身近な日常的な事物を題材として取り上げ，人物頭には一般市民を忠実に表
現した(写真1) 従来の人物闘は宮廷貴族の肖像闘か，またはキリストや聖母を描いた宗教頭が主であったの
に対して，彼等の作品には庶民が絵画の主人公として捕かれ， しかも多くは群像として生活の場の姿がそのまま
表現されたのである(写真2). 
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これは近世以来の絵画が,記念碑的,非日常的なものであったのに対してオランダ絵画は作為的な性格を排除
し,日常生活の中の一瞬を捉えたスナップ写真的性格を持っていたと考えられる,従ってそこに描かれた人物の
服飾は写実的であり,その画面から当時の人々の日常生活の様子を読み取ることができるのである.
｢軽快さ｣を様式美とした 17世紀初期の市民風服飾を当時のオランダ絵画から探求するとともに,その市民
文化を育んだ当時のオランダ社会の時代背景並びに,その文化がどのようなものであり,また何故オランダがヨー
ロッパの文化的中心地と成 り得たかを考察してみたい.
オランダ市民風文化の背景
17世紀初期に ｢オランダ市民風｣の文化が発達した要因を当時の社会的背景に探ってみると,先ず最初に挙
げられることは,国家構造が中世的都市体制のままであったことである.即ち中央集権的な大権力は育たず,独
立小自治体の形をとっていたため,経済的にも分立体制が温存され,そのため州単位の規則は固持するが,祖国
という観念は希薄であった･自治体の中では古い慣習,古い伝統,古い特権が保持されたが,それらが集権化さ
れることはなく,思想的には中世的自由が保れていた.これは当時のオランダに移民が多かったことも原田の一
つと考えられる.オラソダは移民に対 して寛大であったため,スペインによる占領や宗教弾圧を避けて,16世
紀末からフランドル地方の大商人,毛織物業者,金融業者が北ネ-デルラソトに移 り住むようになった.また ド
イツのカトリック教徒や新教徒も宗教上の迫害を逃れて移住し,スペイン,ポル トガルからもユダヤ人が移民と
してアムステルダム周辺に住み着いた.これらの移民はオラソダの産業発展に大いに貢献することになるのであ
る.
市民夙文化発達の第二の要因は,オラソダの商業の繁栄である･オアソダは ト ゲ7-海峡を挟んでイギリス
に相対し,フランス,北 ドイツに接近し,また大河からの分流や頻割 りを利用した小舟による内陸航路の発達な
ど地理的条件を生かして,既に2-3世紀頃からバル ト海,ノルウェー-の海上輸送が発達してお り,中世末期
からはフラソス,スペインへの航行も盛んになり,16世紀になると東インド,ペルシャ-の航行も始まった.
このようにして既に, 15世紀にはネーデルラソト(フランドルとオラソダ)はイタリアと肩を並べるほど,経
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済的にも文化的にもヨーロッパの先進地域であった.さらに独立後は貿易を主としてオランダは荷業大畠として
発展していくことになるが，このように独走約な発展をオランダに許した背景には 16世紀から 17世紀初めに
かけてのヨーロッパ諸国の情勢が幸いしていた.当時，各国は危機的状況にあったため，経済的には消極的な沈
黙状態を保たさeるを得ない状態にあった.即ちドイツは30年戦争で疲弊しており，フランスは宗教戦争に加え
てプンリ回世は国境周辺でハプスフ.ノレグの武力撃退に全力を尽くしており，イギリスはエリザベス一世が戦闘に
精力を傾けており，スベインは北部ネーデノレラントとの紛争で経済的に衰退しはじめているといった状態であっ
た.この機に乗じて優れた貿易港念持つオランダはアムステノレダムを中心にして自由に海上を走り廻り，その結
果商業活動は活発になり蜜みの蓄積が可能になったのである.そして多くの移民遠から印刷技術，金属加工の技
術，金融などを導入してオランダは商業大国として一層の発展を遂げることになった.
第三の要因にはオランダでは身分に開きがなかったことが挙げられる.従来からオランダには大土地所有者が
存在せず，貴族の勢力も弱体化しており，袈験者も強い権力を持っていなかった.従って独立直後の社会におい
ても身分の聞きはほとんどなかったのである.当時のオランダの上層階級は商人層で、占められており，彼等郎ち
市民が政治的にも経済的にも優位に立っていた.これが市民文化誕生に大きく貢献することになった.
最後に市民風文化発達の理由として挙げられるのは，宗教の影響である.オランダではエラスムス
(1466-1536)の思想に基づきIB教・新教・ユダヤ教・イスラム教など全ての宗派が受け入れられ，また聖職者
の権力が大きくなかったことから，カノレヴィニズムが迅速に浸透し，カノレヴァン派の新教が事実上の国教となっ
た. 1550年代のカノレヴァンの「禁欲的プロテスタンテイズム」が熱烈な支持を受けたが，この思想、によって貴
族は市民的精神を持ち続けることができ，また，この思想は商業の一層の発展を促すことになったのである.
以上のような社会的背景から， 17世紀初期のオランダで、は従来の宮廷を中心にした貴族文化とは5異なる，市
民を中心とした「市民風の文イヒ」が生まれ，それが各国に波及してオランダはヨーロッパの文化的中心地となっ
たので、ある.
オランダ市民風文化
この「市民民の文イヒ」とはどのようなものであったかを考えてみたい.まずこの文化の第一の特徴は市民生活
の中の「お常性」を大切にしたということである.即ち 17世紀のオランダ文化は他の文化のように，限られた
場所で特定の人々によって作られ，限られた人々のみが享受したのではなく，市民の日常生活を纂盤として誕生
し市民全員がこれを楽しむことができた文化で、あった.倹約と質素はオランダ国民の特性であり，人々は日常
生活の中では身の回りに存在する物を常に美しく磨き上げて，その中に美を発見することに喜びを感じていたの
である..経済的には裕福であっても新興の市民であった彼等は，特別な古典的知識を持たずに楽しむことが出来
る文化を求めて，それを身の回りに発見したのである
このことは先にも述べたように，オランダ絵画によく現われている.即ち，オランダにおいては絵酒は日常生
活の鏡といわれる程，そこに描かれた題材は極日常的なものであり，その表現は徹底したリアリズムで賞かれて
いた.17世紀のオランダでは風景蘭や静物爾に人気が集まったという.人々は幻想的な要素を含まない，自然
のままに表現された絵を好んだので‘ある. (写真 3)はレンプラントの「聖家族」で，題名から察するとマリア
とイエスの母子を描いたものと思われるが，護家族の姿を借りて当時の庶民の生活の一場部が実に忠実に描写さ
れている.画面には大工道具，媛炉，鍋などR常の必需品に加えて，柱に掛けた大蒜の束までR常的な事物が写
実的に描かれている.画面の人物描写も窓からの光線を受けて大工仕事にいそしむヨセフ，乳を与えるマリア，
膝で限るイエスやそれを覗き込む老人など，極日常的な庶民の生活の一瞬である.また(写真4・5)は時代的に
は少し遅れるがフェノレメーノレの作品で、ある.前屈みになって手元を見つめながら細かし、手仕事に余念のない若い
女性や，部震の片隅で鍋に牛乳を注ぐ女中の描写である.いずれも庶民の日常生活の一瞬を捉えたB常性あふれ
る作品である.この種の絵画を高階秀溺氏は「市民絵闘」と呼んでおられるが，これらの絵画をオランダ市民達
は極日常的なこととして，自分達の部屋に飾って楽しんだのである.
このようにオランダ絵図は従来の美術の最大のパト戸ンであった宮廷や教会に代わって，市民階級に支えられ
て発展したので‘ある.オランダ市民達が競って絵画を賢い求めては自宅に飾る社会現象は，他の国ではみられな
いことで，特に家の街路に面した部屋を高価な作品で飾り，農家の一室，肉屋やパン屋の}吉先，鍛冶屋や靴直し
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の作業場などにさえも絵を掛けて楽しんだという.
これらオラソダの市民文化は当然,宮廷や貴族のサロンから生まれたものではなく,その発祥の場は ｢自警団｣
や ｢組合い｣など生活の場であった.オランダでは独立以前から市民の生活を守るために各都市に ｢自警団｣が
結成されていた. (写真6)はL/ソプラントの ｢夜警｣で,射撃隊の面/<を描いた集Efl肖像画であるが,実際に
は既に軍事的役割を失って,外国からの賓客を歓迎する際以外は活躍の機会はなかった.このように 17世紀に
入ると自警団はその警備機能を失って社交クラブに変貌し,組合いと共にサpソの役割を果たすようになった
(写真7).ここでは貴族も門閥も,裕福な市民も一般市民も一堂に会して,文化を語 り合い,論議に花を咲か
せ,教糞を磨くことに励んだのである.またここでは宗派を超越してあらゆる宗教の人/<が共に語 り合うことが
できたが,このことは,服装から身分を取 り除くことにな り, 17世紀オランダにおいては,国民が等しく同じ
衣服を着ることになったのである.
photo6. レンブラント 夜警 1642年 Photo7. -ルス 聖アドリアソヌ組合 1627年
Rembrandt NightWatch Hals GildofSt.Adrianne
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オランダの服飾文化
この市民風文化の中の服飾文化について述べてみる.オランダ市民文化の第一の特徴とされる ｢日常性｣は,
言い換えると ｢着易さ｣｢軽快さ｣として衣服に取 り入れられた.これは貿易を中心とする商業活動が盛んであ
ったオランダでは,必然的にゆったりした活動的な衣服を必要としたために考え出されたものである･そして当
時ヨーロッパ各国が戦時下にあったため,この活動的な衣服はその着易さから軍服として広く着用されて,ヨー
ロッパ全域に広まっていった.
この 17世紀オラソダ市民風の衣服と,これに先立つ 16世紀にスべイソを中心として,ヨI.,ッ/<各国で着ら
れた宮廷衣服と比較してみる.
16世紀の宮廷男子服は (写真8)のように貴族の権威と威厳を象徴 した,荘重華毘な大けさなものであった･
これは上衣 (ダブレット又はプールポアソ)と脚衣 (ホーズ又はショース)から成るもので,上衣にも脚衣にも
詰め物を入れて膨らませ,さらに人工的切れ目(スラッシュ)を入れて装飾とした.上半身は袖や胸に入れた詰
め物で膨れあが り,大きく脹らませたお腹は ｢地鳥｣のような形になった.下半身も丸く大きく脹らんで,そこ
にスラッシュを入れると ｢南瓜｣や ｢西瓜｣のような形と言われた.この詰め物による拡大は徐/<にニスカL,-
トしてゆき,ついには実際の肩幅の2倍から3倍の大きさになったという.また襟元には幾段にも重なった襲襟
(ラフ)を付けたが,大げさな襲襟で時には顎が埋まってしまう程であった.さらに肩には床まで届く程の大き
な垂れ袖を付けたり,マントを羽織った りした.
女子服は, (写真 9)のようにルネサソスの様式美である ｢均衡の美｣を表すために,下掃えとして ドレスの
下に補助器具を付けて,人工的にシルエットを作 り出した.即ち,上半身はコルセットを用いて出来るだけ小さ
く締め付け,下半身は,ペチコートを入れて拡大させて,いわゆる細胴大腰のシルエットを作 り出したのである.
これに襲襟と垂れ袖が付けられ,足には高さが30センチもある靴 (チヨt='ソ)を履いた.このため歩く時は召
使いの肩につかまって歩かねはならず,また顎が埋まるほど大きな襲襟の為に食事は他人に食べさせてもらわね
はならなかった.一説によると,当時の宮廷女性は一人では歩くことも,食事をすることも出来ず,自分の身体
の中で自由に動かすことが出来たのは指の先だけだったという.
即ち,16世紀の宮廷服は,豪華,荘重,威厳を表現することを目的に,男子服も女子服も親張ったシルエッ
トを求めて,｢着易さ｣からは程遠い,全く非活動的な衣服であった.
これに対してオランダ市民風衣服は,貴族の威厳や権威から脱却し実用性を重んじた活動的な衣服であった.
先ず男子服は (写真 10)のように,上衣も脚衣も詰め物が少なくなっ一た り,なくなった りしたために身体に自
I
Photo8･ クル-エ シャルル9世像 1565年 PhotolO･ ヴ71/ダイク 狩 り場のイギリス国王 1635年
ClouetPortraitofCharlesⅨ VanDyck KingofEnglandathuntlng ground
Phot09. 作者不詳 エリザベス1世 1593年
UnknownArtistElizabethI
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然に添 うようになり着易いものに変わっていった.大けさな襲襟は,肩に垂れる ｢垂れ襟｣に変化して全体に軽
快な活動的な衣服になった.これは先にも述べたように貿易を主とする商業活動で,船を乗 り廻すオラソダの商
人達には,動作が束縛されないことが必要条件であったために考え出された衣服であった.この活動的な衣服は,
ヨーロッパ各国で軍服に取 り入れられて流行するようになる.
次に女子服については,世界貿易や戦争に直接には関わらなかった女性達は, 1620年代までは旧態依然とし
た 16世紀のルネサンス夙衣服を着用していた. (写真 11)を見ると,男子服が軽快な市民風衣服に変わってい
るのに対 して,女子服がまだ 16世紀のスベイソ調の名残を残していることがよく分かる.しかし30年代に入る
頃から女子服も軽快な衣服に変化してゆく.即ち 16世紀の細胴大腰の人工的シルエットが姿を消して,全体に
身体の線に添った細身のシルエットに変化する (写真 12).当然身体の自由を奪う補助器具は用いられなくなり,
顎を覆 うほどの大げさな襲襟は垂れ襟に変わ り,袖の詰め物や垂れ袖もなくなって,一人で動くことができる活
動的な衣服になった.しかし補助器具で締め付けて人工的にシルエットを作 り出すことはなくなったものの,ま
だスカートの重ね着や大きな袖,-イウエス トの ドレスは男子服ほど着易いものではなかった.
Photoll. ルーペソス ルーベンス夫妻自画像 photo12. 作者不詳 ソフィ.ド･ラ･ガルディの
1610年 肖像 1643年
Rubens SelfPortraitofMr.andMrs. UnknownArtist PortraitofZophydela
Rubens Gardi
絵画に見るオランダ服飾
17世紀初期のオランダ絵画はその写実性において,非常に優れたものであ り,服飾文化も日常生活に根ざし
た市民文化の特色をよく取 り入れたものであったことは,先に述べた通 りである.そこでこれ等の服飾がどのよ
うに絵画に表現されているかをみると同時に･絵画を通して 17世紀句期のオラソダ風俗ともいうべきものを探
求してみたい.
(写真 13･14)は共に-ルスの群像肖像画であるが,いずれも画面に描かれた人物の衣服は黒一色で統一され
ており,アクセントとして白いレースの大きな垂れ襟やカフスを付けた姿で描かれている.このように装飾も少
なく,色彩的にも地味な服装は,清潔好きなオラソダの市民風俗をよく表しているといえるだろう.
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photo13. -ルス -ーレムの聖エリザベート病院 Photo14. -ルス 養老院の細 事連 1664年
の理事達 1641年 Hals WomentrusteesorNursslnghome
Hals St.ElizabethHospital'strusteesof
Harlem
上に挙げた例からも分かるように,オランダ絵画の人物の衣服は,黒が主体で一般に暗い地味な色が多いこと
が目に付く.特に群像肖像画は登場人物が全て黒い服装で描かれている場合が多い.このことからオラノダ人が
黒を特に好んだことが想像できるが,この理由については,先ずスペインの影響が挙げられる.威厳と荘重を求
めた 16世紀のスペイン宮廷では黒が特別な色として好まれた.これはフィリップ二世が暗い性格から黒を好ん
だとも,また打ち続く身内の不幸のために常に黒の喪服を着ていた為とも言われている.オラソダは植民地時代
にこれらの影響を受けたことも考えられるが,やはりこれはオランダ市民の質素 ･1集約を理想とした堅実な国民
性によるというのが,黒の流行の最大の理由であろう.堅実な国民性は胸元をきっちり締めた着装にもうかがえ
る.男性も女性も上衣の襟元をきちんと上まで閉じた凡帳面な着こなしである.これらの絵では人物は主に上半
身の姿で描かれているので,脚衣は見えないが上衣は 16世紀のような大げさな詰め物がなくなり,自然なシル
エットになったことがよく分かる.
唯一の装飾部分である白い襲襟にはさまざまな形があったことがうかがえる. 16世紀に流行した大げさな襲
襟は, 17世紀にはいると徐々に肩に垂れるやわらかいものに変化して行き,さまざまな形を生み出していった.
特に (写真2)ではその過度期の様子がよく分かる,ここに挙げた絵画に描かれている襟も,鋸歯状のレース襟,
綜欄の葉状のレースで縁取 りした襟,襟幅の狭い襟,肩を覆 うほど幅広の襟,糊付けの硬い襟や柔らかい襟など
多様性を見せている.襟と並んで装飾の重要なポイントとなったのが白のカフスであった.これは男女共に袖口
には必ずといっていいほど付けられてお り,その幅はさまざまで,中には取 り外しができる幅広のものもあった.
もう一つ目に付くのが被 り物である.男性も女性も登場人物は全て被 り物を付けて描かれているが,これも
17世紀の新 しい風俗である,特に男性は屋内でも大きな黒い帽子を被った様子がうかがえるが,つばの幅や頭
頂の高さには変化があった.女性の被 り物は白で頭部にぴった りした地味な物であるが,いずれも両耳が隠れる
ように被られた.この被 り物はフランドル地方で今も民族衣裳として被られるコワフにつながるものと思われる.
上に挙げた絵画は,すべて市民生活の一場面を措いた群像絵画でその登場人物達は,いずれも17世紀初期の
典型的なオラソダ風俗,即ち簡素で活動的なことを第一の特徴としたオランダ衣服で装っている.
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まとめ
以上，絵画に捕かれたオランダ風俗を見てきたが，改めてオランダの市民風衣服と， 16也ー 紀のノレネサンス風
衣服の相違点を挙げてみると，オランダ市民服は先ず簡素で装飾性の少ない毒事，豪華さよりも実用性を重んじた
事，技巧的であるよりも絞快な着易さを求めた事，そして硬直的なシルエットから柔軟なシノレエットへと変化し
た事，更にこれらの特徴に加えて色彩が地味である事等が考えられる これらの服飾の特徴は，全てオランダ市
民の国民性を基擦とした市民文化の一端として生まれたものであった.
過去の文化の歴史をみても，文化は箆みと権威を持つ社会のJ二層部から生まれるのが常である.服飾文化の綾
史においても流行の源泉となったのは常に社会のトップクラスであり，ファッションリーダーと呼ばれる人々は
多くの場合，'15廷貴族の中から誕生した.しかし 17世紀初期のオランダ市民風文化はこの常識を破って，権威
を持たない市民の中から生まれ，しかも関家が独立すると向時にヨーロッパの文化約中心地となり，その文化は
急速に他の国々に影響を及ぼすほどに発展し，ファッションをもりードしたのである.このオランダ市民風の服
飾の流行には特定のファッションリーダーは存在せず，それは市民生活の必要性に応、じて自然、に発生したもので
あった.そしてそれが逆に，他の国々の上層階級にも取り入れられて広く流行したので、ある.庶民の中から生ま
れた文化が支配階級に広まる現象は，日本の江戸時代にその例をみることができるが，歴史上非常に希なことで
あった.しかしオランダでは先にも述べたように，種々の嬰悶が重なってこれが実現したのである.
しかしこのオランダ市民風服飾lが，ヨーロッパの他の国々において活用されるようになると，やがて貴族途は
当然、自分達の身分表示を求めて，それらに装飾を加えたり，喜若葉な布地を用いたり，色彩も撃やかなものにした
りと，本来の「市民風」からはかなりかけ離れたものに変化させてしまった.そして， 17世紀後半のノレイ十聞
批の治世期にはいると，それらはし、わゆるパロック風の様式美へと発展してゆくことになる.
したがって 17枇紀の様式美は通常 rバロック様式」と呼ばれて一括して考えられているが，初期のオランダ
市民風の様式美はパロック様式の範鶴に入るものではなく，全く性格の異なるものとして，はっきり区別して考
えるべきであると恩う.
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